
 

 通し番号 5099   分類番号  R03-90-34-11 

  

アシストスーツ装着による腰への負担軽減 

[要約]市販されているアシストスーツを漁業者及び魚市場職員（１名づつ）に４から５カ

月間に渡って装着してもらい、装着しなかった場合の作業の前後、装着した場合の作業

の前後で、腰への負担についてアンケート調査を行ったところ、装着した場合のほうが

腰への負担が軽減されると推測された。 
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[背景・ねらい] 

漁業者や魚市場職員など漁業関係者は、重いものを移動させたり、持ち上げたりと身体

への負担が厳しい職場環境にもかかわらず、今まで負担軽減というものが考慮されてこな

かった。 

また、実際に腰を痛めている漁業関係者は多く、腰への負担軽減を求めるニーズは多い。

これらのことから漁業関係者の身体への負担が一番大きい腰への負担軽減のため、市販さ

れているアシストスーツ（商品名：スマートスーツ）（図１）を横浜市漁協柴支所の漁業

者（小型底びき網）及び魚市場職員に着用してもらい腰への負担が軽減できるか試験を行

った。  

 

[成果の内容・特徴] 

アシストスーツを着用した場合及び着用しなかった場合の腰への疲労度（０：まったく

ない、１：わずかに感じる ２：かなり感じる ３：強く感じる）をアンケート調査した

ところ、漁業者、魚市場職員ともにアシストスーツを着用した場合の作業後の腰への疲労

度が着用しなかった場合の作業後の疲労度より低くなった（図２、図３）。 

Steel-Dwass法（P<0.05）により、アシストスーツを着用した場合と着用しなかった場合

の作業前後の疲労度の差を検定したところ、漁業者、魚市場職員ともに有意な差があった。

 これらのことから、アシストスーツの着用により腰への負担が軽減されると推測された。 

 

[成果の活用面・留意点] 

１ 試験に使用したアシストスーツは、インナー型でカッパ、救命胴衣などの着用ができ

るため、漁船上での利用ができるほか、魚市場職員など利用できる人の範囲が広い。 

２ 専用のネットの中に入れて、洗濯機の中に入れればクリーニングできる。後部のゴム

の弾性体の張替えが可能であり、効果が低くなってきた場合、ゴムの弾性体の交換のみ

で対応ができるので、メンテンナスが非常に容易。 

３ 着用には慣れが必要で、間違った着用をした場合、効果が発揮できない。 

４ 効果が発揮されるには長期間に渡って着用することが必要なので、短期的には効果を

感じにくいと感じることがある。 

 



[具体的データ] 

                                   
                                   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ アシストスーツ（商品名：スマートスーツ） 

 
 

 

 

 

 

 

 

図２ アシストスーツを未装着時（左）と装着時（右）の作業前後の腰への疲労度（漁業者） 

 
 
 
 
 
 
 
 
図３ アシストスーツを未装着時（左）と装着時（右）の作業前後の腰への疲労度（魚市場職員） 
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